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 津軽盆地は青森県の西南部にあり,北は津軽半,傷の脊梁部を形成する中山々脈,東は奥羽日」脈の画
 翼,南は秋日D青森県境となっている津軽山塊,そして1垣は津軸.1」塊の延長と署木山によって匪まれ,,
 北西部に開口した南北約掲塩1東西約13㎞の略方形をなした盆地である。こび)津軽盆地び)周辺部には完
 第三系の基盤岩類が島状に散在し,それを取囲むように所第三系並びに第四系が発.達している。筆者
 は,数年来,津軽盆地周辺に発達する新第三系の層序学的検討を続けるとともに,それら第三系に含
 まれている軟体動物化石群について'古生物学的研究を続けて来た。本論文では,これまでに得た資料
 に基づき,津軽盆.他周辺に発達している新第三系の地質層序,化石および地質構造を明かにし,それ
 によって津軽盆地の地史を考察した。また,軟体動物化石群の'占/1.1物学的検討並びに意義を論じた。
 津軽盆地に発達している新第三系の基盤をなしているものは時代未詳のいわるる古/1痢と呼・称され
 ているもので,その構成岩種は珪岩,粘板岩,硬砂岩および閃緑花崗措等である。
 第三系はすべて新第三系の中新統および鮮新統に属するものてあり,これら○新第三系は盆地の谷
 地区で多少異なった岩種構成お・よび地質手,1孝造を示し,その特徴から西部,南部,南東郭公よび北東部
 の4つの地区に大別される。
 西部地区の層序は下位より濁川層.前の川層,大重子屑.赤石層,舞Fl層かよび鳴沢層に区分され,
 全休的には正規の海成層が厚く発達している。
 南部地区の層序は下位より尻高沢層,藤倉川層,砂子瀬層,大和沢層,松木平層,大秋暗むよび
 東口屋屑に区分され,全体的に火LI-i砕屑物と正規の海成堆積物がほ冥等量となっている。
 南東部地区の層序は大臼影山II,書,折紙層,砥沢層,早瀬森層,虹貝層,竹館層および碇ケ1廻層に区
 分され,碇ク'閥層を除いた他の地層はいずれも火山砕屑岩を主体としている。
 北芽〔部地区は,その南・北部で多少岩相を異にしてむり,南郡の浅瀬石川流域にむける層序は下位
 より榔喜層・温湯層,青荷層,遠手沢層に区分され.北部の青森西南部では,馬の神山層,都谷森層,
 里余漁況層,大釈迦層および鶴ケ坂層に区分される。本論文ては,これらの各地層毎に標式地,岩相
 誇よび分布,各地区毎の岩相むよび層位関係.化石について記載した。以■しの各地区における層序区
 分を古生物学的および層位学的左基礎に従って対比を行った結果,津柾盆地の地層は工～、孤[までの7
 っに区分されることが知られた。この区分に対して,本盆地の地史的発達段階〔堆積変遷史)を表現
 する手段として1下式なものではないが,便宜■LI～Wまでの階名を■与えることにした。
 地質構造の項では・各地区毎に不整合,皺曲,断層についての記載と,それら構造の特徴於よび構
 造発達についての検討を行った。
 西部地区の地質構造は全体的にNSの走向でElて傾斜する同斜構造を示しているが,その北部には
 NS方向の軸を有する2つの背斜構造と2つの向斜/協壷が,南部にはNEE～SWW方向の・{つか断
 層,NSまたはNNW～SSE方向の3つの断層およびNW～SE方向の軸を有する一・つの向斜構造
 が発達しておりか左り複雑な地質構造を呈し.ている。
 南部地区は全体的に西部地区に直交するよう左EWの走向で,Nに傾斜する同斜構造をなしている。
 主な構造線はNNW～SSW方向の10の断層で,ほぼ等間隔にしかも平行に発達している。皺曲は小
 規模なものがわずかにみられるのみであるが,3つの向斜榔宣と2つび)背斜構造が発達している。
 南東部地区は全体的にNWに聞し(た1つの向斜構造をなしているが,そこにはNNR～SSW方向
 刎断層蔚よびEW方向の断1・。・コ等があり,擾乱帯となっている。
 北東部地区の地質構造は全体的にはNSの走向でWに傾斜する同宗l!構造を示しているが,そこには
 ほyNS方向の軸を為する5つの背斜樽詰と2つの向斜樽造とN「S方向の2断層」∋・よびNW～8Eの
 2断層が交錯して発達している。
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 以上の各地区における地質構造は,(1)基盤岩類の地塊運動と新第三系堆積物の堆積環境,(2)新第三
 系堆積中書たは堆積後の皺曲と皺曲に伴った断層によって規制されていることが推定される。更にこ
 れらはNE方向の構造線と堆積物との関係,堆積盆地の変遷を支配しているNW方向の差別的構造運
 動等と密接な関係にあり,第三孫の表層における構造は,堆積量と基盤岩類の地塊運動蔚よび火山活
 動等によって大きく支配されていたものてあることが判った。本論文では,これらの造構運動につい
 て検討を行った。
 次に各地区毎の層序,岩相,地質構造および化石等の資料を総括して本地域の地史を組立てた。
 津軽盆地地域の第三紀の地史は,大局的には東北地方に広く発達する新生界の堆積の場である,い
 わゆる羽越地向斜の地史に類似しているものである。しかし,この地向斜は先第三系基盤岩の地塊運
 動,沈降,隆起量の差寄よび火山活動等の相違によって,堆積盆地毎に多少異なる変遷史をたどった
 ものと考えられる。
 本地域の新生界の地史は,まず先第三系基盤岩類の陥没に始まり,その陥没によって生じた構造線
 に沿って1時階の塩基性の火山活動による変朽安山岩の熔岩齢よび同質の凝灰岩類が供給された。H
 時階に入って次第に海侵が進んだようであるが,引続き行なわれた火山活動によって供給された膨大
 
 な緑色凝灰岩"の急速な堆積'のため,その殆んどは海面上に姿をあらわし陸地的な環境下で堆積を
 行っていた。しかし,本時階の終り頃には激しかった火山活動も衰えいよいよ本格的な海侵が始まっ
 た。皿時階に入り海侵は除々にではあるが全域に亘って拡がり,基盤岩の地塊をも,その海水面下に
 没させるほどであった。そして,浅海域にはVicaryaをはじめ多ぐの軟体動物を含む礫岩,砂岩およ
 びシルト岩が堆積した。W時階に入り海侵は急速に進み,本時階の末期には堆積盆地の沈降が最大に
 達したようて堆積物は殆んど大部分がシルト岩となっている。しかし,本堆積盆地の全地域が等しく
 沈降したものではなぐ,東南部地域のように酸性の火山活動と,その活動によって供給された凝灰岩
 の積成が行われたにすぎず,それほど大きく沈降が行われない所もあった。第V時階に入って沈降も
 衰え,次第に隆起運動へと変わるが,前階に生じた地域的な沈降の差は増々著しくなった.更に,火
 山活動方略・所で起り,盆地の西部むよび東北部では前階から引続き嫌気性の環境下にあったがド一方
 南部,東南部地域では火山活動のため火山列島となって,・一時は海面上にその姿を現した所さえあっ
 た。～正時階は全地域ともに地背斜的隆起運動が活発になり,南東地区は前階の多量な凝灰岩の堆積で
 陸化し,海域は北西へと移動していったようである。このため北西部ては比較的深海性の,東南部で
 は浅海性の堆積物が発達している。瓢時階には全地域とも浅い海域となり,多量の海棲動物化石を産
 する砂岩の堆積が行われた。
 南東部はすでに前階から陸化しており,そこには淡水珪藻化石を含む湖水堆積物が分布している。
 この湖は,.その含まれる珪藻化石から相当拡がりをもつ栄養湖であったことが知られている。なむ本
 階の晩期には全地域ともに陸化し新第三系の堆積が終る。そして,本地域は久しい間侵蝕の場と在る
 のであるが第四紀に入るや東の十和田.八甲田火山群,酋の岩木火山の火成活動と・・一部にあらたな海
 侵とが起り,こ＼に第四紀の地史が始まる。
 第4章の古生物学では,筆者が1959年以降津軽盆地周辺に発達している新第三系から見いだした
 合計57個所の化石産地に冷いて採集した軟体動物化石を総括し,それらについての古生物学的検討を
 行った。
 軟体動物化石ぜ産出する地層は前の川層・砂子瀬層(皿時階)・大秋層(W時階)および鳴沢層・
 東目屋層・遠手沢層・大釈迦層(W時階)である。
 前の川層'砂子瀬層の軟体動物化石は合計17個所の産地から二枚貝.52種巻貝4種,合計56種を採集
 することができた。こ.れらを産地の岩相によって区分するとA,B,G,Dの4っの化石群集に分け
 られることが知られた。即ちAは中粒砂岩,含礫砂岩から産するもので,その化石群集には
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 CuHellロs才,・よびSolcI1のようなbu「「owingfomlsが含まれている。他逐)痩からもこ二lqらぴ)産地
 は海岸に近い深度10m白丁∫後の浅海域にあったことが推察される.Bはシルト岩から産する化石!l餌、㌔て,
 」≧Ω二上L匙]dia・Lug垂旦豆1且且.等の.比1較的11袋)r海∫底11〔棲むものと・Palope・Cli11(〕cardium・1⊇os.主nia
 等の浅いbU1・r〔)willgf∩rmSのIE巨が混在してかり,Aよりは多少深い,波の比較的lll`いヨ習趣旨目下1《めっ
 たことが推察されるcCは細円礫器,齪灰質砂岩,シノレト質'砂岩から産ずるもので,1■)oshlia,
 Pallomya,Glycymeris・Turritella・N2Ptmxうf1が特徴種である。従って・これらの産地はA.
 Bとは鑑つた入江的な波の静かな場所であったと考えられる,Dは青灰色中～粗粒砂岩に含ま,れる化
 石酔裏て1.AIladara,Cydina,Pitar,Vicarya等,し、ずれも外洋とは迦i祈された,浅い
 brackishな環境を指示するものて'ある,また,raunalq改Vicaryaをはじめ香気・i侯,時代,対iヒ等1
 の考'察に、重要な数多くの煙が含まれ,これらから,10時階は中新世初.期て'1～峙の気候は,かな卵、1孟畷
 であったことが知られる。またFlf∫の川II,曇お・よび砂了一瀬層はfaUI1ン1の類似・1生から秋lli県6)断想、～尺1・、・丹,毎'j
 郷田層,石川県の■東印内層,岩手県σ)門の沢層,戸,'城県の茂庭層,網尻層,幅、切}県σ)棚倉1・,ロ・汀'部等に
 対比されるし
 大秋層の軟体動物化石は2個所の産地から8種が採渠できたのみであり,それらはいずれも公1毎性
 (り荒い海の堵礁に1要急している属種ばかりである。
 、肛峙階に1「勇する鳴沢層からは6個所¢)産地から合計6・・i種,東目屋層からは同じく6個所の産地から
 合引・m種,遠手沢層からは3/圏所の産一地から合計13種,大釈迦層からは21個所の産.地から合計65種を
 採集することがで'きた。
 本論文ては,これらの各fallrlaについて占生物学的横言・土を加えてある。これらを総合したもの1、t
 13211・重て・,未決定種を除けば103種となる。そのうち現生種は71種て・,百分率は69%となり,.1也1'鮒勺
 分布は緯度分布の中火値が北緯39・5∪となる。また,本「aしmaの類似性から,本III昇等は北、海道の瀬棚
 1・,再・青森県の砂子づひ、・引秋田県の脇李{層・笹岡屠所1集多県の灰爪層,石川県の大桑層等一に対.比される
 ,』
 ことが明かにされた。
 最1麦1・～二王来集した暫(体illゲ吻1七石の・・窒種(1合計186種)1てつレ、て記、険を テつた。
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 岩井武彦提出論文は青森県津軽盆地周辺に発達する所生界α)地質学的並びに古生物学的研究と
 題して,前編の地質学は膵言,謝辞,研究史及び3章からなる邦文で,後編の古生物学は英文である。
 第1章で先第.二系基盤岩碩,粥三系,第四系の岩相,層序,分布等について記載を行なっている。
 基盤器類は粘板岩,チャート,花崗岩頬より成り,多くの断層によりblock化している。第三系は岩
 相篭により西部,南部,裏南部,北東部の4地域に区分し各地域力}にli、要序区分を行ない夫々の相互関
 係を詳細に記述している。従来未知であったこの地域σ)層序関係憩.凋らかにした事は大きな貢献であ
 る。又未詳であった第四系の地質についても詳細な記載が行なわれている。当地域と他地方の第三系
 第四系の各!・、層との関係についても明らかにされている。
 講2竜の地1{構造で1ま,地質構造と西,南,東南,北東部の各地区の堆積物の特性を考察し基盤岩
 碩・'鍛)lock運動と新第三系堆積物の堆積環境,堆積中又はその後の褶曲及び儒曲運動に伴う断層等に
 ついて詳細な観察を行なっている。又盆地周辺地域を西部,南部,東部の3構造区に分け,東部は摺
 目瞳錠1ト「ズ配される櫛宣区,西部は基盤の沈降に伴い厚く堆積の行なわれた褶曲構造区,南部は
 faultbi、.)kによる構造区であるし.造構造運動の時期については,基盤岩類堆積後一一中新統推債前1,
 中斯統・tll.積姥一一鮮新統堆積前,鮮新統堆積後一第四系垢穢前,並びに第四系堆積中の各時期にあ
 ったことを指摘している。
 古生物学編では,津軽盆地周辺の新第三系より採集した軟体動物,腕足類について記載し地質時代
 ̀{映定,占生態,及び各地域海の化石動物群の特性とそれらの相互関係について詳細に述べている。
 ,1己1醸されたのは・1欧体動物1群98属169種中Pe!ecypoda64属115種,Scaphodal属1種,
 Gastrq)oda33属53干1紅,BrachiOPQda3属4種1て亘っている。
 中新世のr冨丁動物磁5t日本全土並びκ朝鮮にも分布しているが,鮮新世のものは主として日本海沿岸
 地区に限られる。このことは中新世後・…鮮新世前に古地理学的な変化のあったことを裏付けるもので
 あり,又中新世に広い分布を示す化石動物が鮮'祈世に発見されないことは気候,堆積環境,占生態そ
 ヴ)他の変化によるとしている。
 発表済論文17編中14細は英文でそ一の7編は占生物に関するもの,7編は地質てあり,他の3編は邦
 文で地「・'水に劃するものである。これらの論文は,岩井武彦のこれまでの研究活動範囲の広さを示す
 ものである。
 1辞宜貝一・詞は論文書チ奔及び最終試験の結果に基き岩男こ武彦提出の論文は理学博1』の学位、論文として
 合格と1認める。
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